
平成２３年２月２３日

生　活　文　化　局
「浄水器の点検」などと言って訪問し、断っているにもかかわらず

勧誘を続けていた事業者に対し業務停止命令（６ヵ月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　～埼玉県・千葉県と同時処分～

	本日、東京都は、「浄水器の点検の案内をしています」などと消費者宅に電話をかけて訪問し、消費者が「お金がないから買うつもりがない」などと断っているにもかかわらず勧誘を続けていた事業者に対し、特定商取引に関する法律（以下、「特定商取引法」という。）第８条に基づき、６か月間の業務の一部停止を命じました。
なお、今回の処分は、東京都・埼玉県・千葉県が連携し、同時に実施しました。


１　事業者の概要
事業者名　　　株式会社新日本商事
代  表  者      代表取締役　高田　菊夫
本 店 住 所　　　埼玉県戸田市本町２－１０－１山昌ビル３Ｆ　
設　  　立　　　平成２１年３月１７日

業務内容　　　浄水器等の販売（訪問販売）
売上高　　　約１億７,６００万円（平成２１年３月～平成２２年２月）
従業員数　　　２５名（平成２２年１２月現在・代表者を含む）

２　東京都における事業者に関する相談の概要（平成２３年１月末現在）

	平均年齢
	平均契約額
	相談件数

	
	
	２１年度
	２２年度　　
	合計

	６４歳
	約２９万円

（最高５１万円）
	１２
	２３
	３５件


　（参考）
　　埼玉県における事業者に関する相談件数　合計２２件

　　千葉県における事業者に関する相談件数　合計２４件

３　勧誘行為等の特徴　
（1） 「近くを回っているので、浄水器の点検に伺います。」などと電話をかけ、訪問の承諾を得る。消費者宅を訪問する際も浄水器等の販売が目的であることを告げない。
（2） 水道水に含まれる塩素・トリハロメタン・鉛などの怖さを伝えた後、合理的な根拠がないにもかかわらず自社の浄水器なら取り除けるなどと告げたり、あなただけ特別に割引をするからほかの人には言わないで、などと告げて勧誘を行う。
（３） 消費者が「お金がないから買うつもりがない」などと断りの意思を表明しても勧誘を続ける。
　
	【問合せ先】

生活文化局消費生活部取引指導課

電話　０３－５３８８－３０７４


４　業務の一部停止命令の内容
平成２３年２月２４日（命令の日の翌日）から平成２３年８月２３日までの間（６か月間）、特定商取引法第２条第１項に規定する訪問販売に係る次の行為を停止すること。

（１）訪問販売に係る契約の締結について勧誘すること。

（２）訪問販売に係る契約の申込みを受けること。

（３）訪問販売に係る契約を締結すること。
５　業務の一部停止命令等の対象となる主な不適正な取引行為
	不適正な取引行為
	法令の条項

	「近くを回っているので、浄水器の点検に伺います」「浄水器の点検の案内をしています」などと言って消費者宅に電話をかけ、「お掃除に来ました」「浄水器の点検に来ました」などと言って訪問し、勧誘に先立って販売目的を告げていなかった。　　
	法第３条

　　　販売目的隠匿

	実際は、浄水器を購入した大多数の消費者が、定価から数万円から十数万円を割引された価格で購入しているにもかかわらず、「（下取り値引きの）サービス期間は過ぎてしまったけど、特別に引き取れるように会社に相談します」「こんなに安くすることはない。あなただけ特別に割り引くからほかの人には言わないでください」などと、あたかも特別に安値で購入できるかのように告げていた。
	法第６条第１項

不実告知

	合理的な根拠なく、浄水器の性能・品質について「普通の浄水器では取り除けないトリハロメタンとかまで全部取っちゃうからすごくいい」「他の浄水器ではできないことができる」などと告げていた。
	

	消費者が「お金がないから買うつもりがない」「今日はこのくらいにして、相談してからお返事させてほしい」などと言って、何度も断りの意思や勧誘をやめて帰ってほしい旨を表明しているにもかかわらず執拗に勧誘を続けたり、消費者が「息子に相談してみてから」と言っているにもかかわらず、持って来た浄水器を取り付けて断りづらい状況にして勧誘を続けるなど、消費者に迷惑を覚えさせるような仕方で勧誘をしていた。
	法第７条第４号

省令第７条第１号

迷惑勧誘


６　今後の対応
業務停止命令に違反した場合は、行為者に対して特定商取引法第７０条の２の規定に基づき２年以下の懲役又は３００万円以下の罰金又はこれを併科する手続きを、法人に対しては特定商取引法第７４条の規定に基づき３億円以下の罰金を科する手続きを行う。 
参考資料　相談事例　

【事例１】
	平成２２年８月、Ａ（７０代女性）の自宅に無料で浄水器の掃除に来るという電話があり、Ａの夫が訪問を了承した。

数日後、当該事業者従業員から、「ご主人様にお電話で了承を頂いていますので、これから無料の点検・掃除に伺います」という電話があった。Ａは、「頼んでいません」と断ったが「もう近くまで来ていますから」と言われ、本当に１０分もしないうちに、当該事業者の営業員二人が「お掃除に来ました」と言って訪ねてきた。

家に来た以上、追い返すこともできず、仕方なく台所に案内した。台所には、ビルトインタイプの浄水器がつけてあった。掃除は一人の営業員が行い、シンクの上の蛇口を拭いたり、歯ブラシで磨いたりしていたが、シンクの下の浄水器本体については、何もしなかった。

Ａは世間話のつもりで、「毎年、フィルターを交換しないといけないから、面倒だ」と言った。すると、もう一人の営業員が、鞄から浄水器のパンフレットを出して、「普通の浄水器では取り除けないトリハロメタンとかまで、全部取っちゃうからすごくいい」「他の浄水器ではできないことができる」などと言って、４２万円もする浄水器の購入を繰り返し勧めてきた。
　Ａは、新しい浄水器を買うつもりがなかったので、早く掃除を終えて帰って欲しかった。「時間がない」「今、忙しい」「うちにはお金がないから買うつもりがない」「４２万円なんて高くて買えない」と言って、買うつもりがないことを何度も伝えたが、営業員は勧誘をやめなかった。
営業員は、割引サービスのチラシをみせながら、「期間限定で浄水器を６万円で引き取るサービスをやっていた」「サービス期間は過ぎてしまったけど、特別に引き取れるように会社に相談しますから」と言って、勝手にその場で電話をして、値引きの了承を取り付けた。
その後も勧誘を続けるので、Ａが「今日はこのくらいにして、相談してからお返事させてほしい」と言ったところ、営業員は「特別に社員割引もつけて１０万円値引きするから、３２万円になる」「こんなに安くなることはないから、他の人には言わないで」と言って、更に値引きした。

了承もなく勝手に会社に連絡して値引きを決めてしまうし、買うつもりがないと言っても帰ってくれず、しつこく勧誘を続けるので、もう買うしかないと思った。

浄水器の引取りサービスで６万円値引きの説明だったのに、付いていた浄水器は取り外さなかった。当該事業者の浄水器は、蛇口とつなげてシンクの上に置くタイプだったので、シンクの下と上に浄水器が二つ付いている状態になった。




【事例２】
	平成２２年８月、Ｂ（６０代女性）の自宅に当該事業者従業員から「近くを回っているので、浄水器の点検に伺います」と電話があった。Ｂは以前、浄水器を購入した会社が点検の連絡をくれたのだと思い、訪問を承諾した。

数日後、当該事業者の営業員二人が「この間、連絡した浄水器のことなんですが、点検に来たんですけどよろしいですか」と言って訪ねてきた。一人の営業員が、浄水器を水道の蛇口から取り外し、蓋を開けていた。作業が終わると、もう一人の営業員が「奥さん、これは使い物になりませんよ」「石が３層になっているはずなのに、一緒になっちゃってるから、全く効目がないですよ」と言った。Ｂが浄水器の中を見ていると、営業員が、「うちのアクアフラワーをちょっと使ってみたらどう」と言って新しい浄水器を勧め、Ｂが「ちょっと息子に相談してみてから」などと話しているうちに、「いいですかー、つけますよー」と言って、あっと言う間に取り付けてしまった。簡単に取り外しができるような状態じゃなくて、完全にねじ等が締められ、ガッチリと付けられているのを見て、Ｂは、もう買うしかないと思った。Ｂは取り外すことができなかった。

値段については、「定価は４２万円だけど、家族割り当てというのが一人５万円ずつあるから、僕たち二人の分で１０万円を値引きするんで、３２万円でどうでしょう」「このことはどこにも言わないで下さいね。あなただけ特別に値引きするんですから」と言った。
３２万円はとても高かったが、もう断ることもできないし、仕方がないと諦め、定期預金を解約して支払うことにし、契約書に書名・押印をした。




【事例３】
	平成２２年１０月、当該事業者従業員からＣ（６０代女性）宅に「浄水器の点検の案内をしています」「今、そちらの方面に担当が行っていますので、いかがでしょうか」と電話があった。

その日の午後、当該事業者の営業員が「新日本商事です。浄水器の点検に来ました」と言って訪ねてきた。営業員は台所に付けてある浄水器を取り外し、時間をかけてあちこち磨いた。終わると再び浄水器を取り付け、出てきた水をＣに見せて、「この浄水器から茶色い水が出てきました」と言った。確かに茶色くなっていたので、Ｃはとても驚いた。昨日まで普通に使えていたし、茶色い水なんて出てこなかったと伝えたが、営業員は、「でも、こんなに茶色い水が出ていますよ」と言って、新しい浄水器に買い替えることを勧めてきた。

定価は４２万円だと言われたが、Ｃがなかなか買うと言わなかったからか、営業員が、「お使いの浄水器を下取りします」「ちょうど今、下取りサービスのキャンペーン中なので、７万円引きになります」と言って、値引きを始めた。Ｃが「考えさせてもらいたい」「今すぐは決められない」と言うと、「今、返事をもらわないと困ります」「今だけのキャンペーンなんで、今日決めてもらわないと割引できない」などと言って、今日じゃないと駄目だと強調した。

７万円引いても高くて買えないと言うと、営業員は会社に電話をして割引の相談をし、「実は社員割引というのがあって、それを使って更に５万円引いて、３０万円でどうでしょう」「こんなに安くすることはない。あなただけ特別に割引くから、他の人には言わないで下さいね」と言って更に割り引いてくれた。Ｃは特別に値引きしてくれるというので、契約書に署名・押印した。
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